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１．EXCEL 版も～バイルの準備（管理者向け） 

１）も～バイルのセットアップ 

EXCEL 版も～バイルは、Windows 用表計算ソフトウェア「マイクロソフト

EXCEL」上で動作します。も～バイルはEXCELのVBA（Visual Basic Application）

で作成されています。動作にはマクロを有効にすることが必要です。また後述の

ユーザーとのデータのやりとりは、メールソフト「マイクロソフト Outlook」に

より行います。そのため Windows には EXCEL と Outlook のインストールが必

要となります。 

また作業日報や勤怠管理簿等の印刷のために、A4 版対応のプリンタが必要と

なります。 

EXCEL 版も～バイルは、下記 HP よりダウンロードが可能です。 

http://www.naro.affrc.go.jp/laboratory/nilgs/contents/program/mobile/ind

ex.html 

ダウンロードしたファイルは、「信用できないファイル」扱いで編集がロック

されていることがあります。この状態だと入力自体もできないので、ツールバー

下あたりに出ている「編集を有効にする」ボタンをクリックして、編集機能を有

効にします。また「コンテンツの有効化」や、「マクロの有効化」について表示

されることもありますので、有効化ボタンを押してください。 

http://www.naro.affrc.go.jp/laboratory/nilgs/contents/program/mobile/index.html
http://www.naro.affrc.go.jp/laboratory/nilgs/contents/program/mobile/index.html
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一旦 EXCEL を終了後再度立ち上げると、メイン画面が表示されます（図１）。

次に、EXCEL 版も～バイルのファイルの構成について示します。本プログラム

の実行には下記フォルダが必要です。最初に本プログラムを実行した際に、メイ

ン画面の 9．設定を選択し、初期設定ボタンを押してください(図１)。下記フォ

ルダが作成されます（赤字は Ver1.1 での追加）。 

     C:\wcs\ 、C:\wcs\data  C:\wcs\document、 C:\wcs\document\集計表、 
     C:\wcs\import  サブフォルダ pc01～pc05、old 
     C:\wcs\export   サブフォルダ pc01～pc05, old 

 

図１. プログラム用フォルダの作成 
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本プログラムはデスクトップ上に置いてください。 

２）ユーザーモードの選択 

本プログラムは、管理者用の mainPC とユーザー（PC01～05）の 2 種類のモ

ードで動きます。管理者か PC 番号の選択をしてください。（図２）。 

 

図２. ユーザーモードの設定 

ユーザーの変更はメイン画面上の PC 番号の選択リストから選べます。管理者

は、9．設定画面から様々なマスターデータ（圃場情報、作業者管理等）を設定

できます。また 5．圃場管理作業、6．就業時間集計、7．出荷検品集計、8．受

託作業集計等を行えます。 

管理者

ユーザー

PC番号の選択
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ユーザーは日々の作業日報データを入力可能です。 

次にデータを送受信するメールの設定です。mainPC を選択した状態でメイン

画面の 9．設定を選択し、設定画面のファイル入出力設定ボタンを押すと、設定

画面が表示されます(図３)。ここで送信メールアドレスを設定してください。 

 

図３. メールアドレスの設定 
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２．も～バイルの操作（管理者・ユーザー） 

1）起動方法 

電源ボタンをおして Windows を立ち上げます。パソコンの起動には数分かか

ります。作業日報管理作業中でバッテリー残量があるときは、作業中断の際には

Windows を終了しないで、スリープモードで使ってください。 

2）も～バイルの起動 

デスクトップ上の EXCEL ファイルをダブルクリックすると、も～バイルが起

動します(図 4)。 

 

図４. も～バイルの起動方法 
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３）も～バイルの操作方法 

も～バイルが起動します。作業が終了したときは“も～バイル終了”ボタンを押

してください。内容を保存して EXCEL を終了します。途中で EXCEL を保存し

たいときは“内容保存”ボタンを押してください。 

メイン画面では、最初は画面右下の“次へ”ボタンは選択できませんが、1～４

の選択ボタンを押すと次のボタンが押せるようになります（図５）。以上、も～

バイルの作業はメイン画面を中心に行います。 

 

図５. メイン画面の操作方法 
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３．も～バイルでの作業日報入力（ユーザー） 

も～バイルユーザーの主な作業は作業日報の作成です。作業日報の入力作業は

複数の画面からなります。メイン画面１．作業日報入力から順に①作業圃場情報、

②使用機械情報、③勤怠情報、④その他を入力して作業日報を作成します。 

入力が完了した作業日報は作業日報形式で見ることができます（メイン画面の

２－1、2－2）。修正ミスがあった場合は作業日報内容を修正できます。またプ

リンタから作業日報を印刷することができます。 

入力したデータはメイン画面 3．データ送信・受信でメールに添付して事務所

PC に送付できます。また管理者からメールでマスターデータを受け取り、デー

タを取り込むことができます 

入力したデータの確認はメイン画面４．入力データの一覧表示からも見ること

ができます。 
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1）作業日報の作成 

メイン画面１．作業日報の作成ボタンを選択して、“次へ”ボタンを押してくだ

さい。１．圃場情報の画面になります。最初に作業日を選択してください。“カ

レンダーから選択”ボタンを押すと選択入力できます。次に作業代表者をリスト

から、次に天気と圃場の状態をリストから選択してください（図 6）。これらを

選択すると、委託者を選ぶことができるようになります(図 7)。 

 

図 6. 作業日報の入力方法 作業日等の設定 
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図７. 作業日報の入力 委託者の選択 

委託者を選択すると、作業内容と完了（その日に作業が終わらない場合はつけ

ないでください）、作業開始時間・終了時間、ロール数、備考を選択してくださ

い。委託者は最大 5 件まで入力することができます（図 8）。 

図 8. 圃場情報入力の様子 
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１．圃場情報の入力が終わったら、“次へ”ボタンを押すと２．使用機械情報の

画面に移ります（図 9）。ここでは、使用する機材を選択してください。補充機

材として、軽油・ガソリン・オイル・ネット・ラップフィルム・乳酸菌の数が選

択できます。他に備考とアワーメータが入力できます。 

 

 

図９. 使用機材情報入力画面 
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使用機材の入力が終わったら、“次へ”ボタンを押して３．勤怠管理の画面に移

動します（図 10）。また“前に戻る”ボタンを押すと、１．圃場情報の入力画面に

もどることができます。 

 

図 10. 勤怠管理の入力画面 報告者の入力 

勤怠管理の画面では,報告者の出社、退社時間と昼休みの有無、備考として私

用車の有無の入力ができます。 

オペレータのチェックボックスを押すと、他の作業者の勤怠情報を入力できま

す(図 11)。作業者は最大 4 名まで情報を入力できます。 
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図 11. 勤怠管理 オペレータの入力の様子 

“戻る”ボタンを押すと使用機械の入力画面に戻ります。“次へ”ボタンを押すと

４．備考・コメントの入力画面に移ります（図 12）。 

 

図 12. 備考・コメントの入力画面 
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“戻る”ボタンを押すと５．確認画面になります（図 13）。ここでは、各入力画

面に戻ることができます。内容を確認できたら、入力データを作業日報に記録し

ますか？で“はい”ボタンを押して下さい。入力データが作業日報として登録され

ます。そのあとメイン画面に戻ります。その際、連続して作業日報を入力してい

るとその回数が表示されます（図 14）。システムの安定上、この回数は最大 10

回程度としてください。10回を超えた場合はメイン画面からいったんEXCEL終

了ボタンを押してから、再度も～バイルを立ち上げてください。 

 

図 13. 確認画面 
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図 14. 入力回数の表示 

作業日報を繰り返し作成する場合は、メイン画面に戻り、１．作業日報入力を

再度選んで作業を繰り返してください。 

また作業入力画面１から３で赤い“入力値初期化”ボタンを押すと入力画面の情

報が全て消えて入力画面１に戻ります。 

 

２）作業日報の閲覧と修正 

入力した作業日報データを確認・修正・印刷する画面です。2 種類あります。

ひとつは日付と PC 番号から検索するものです（２－１）。もう一つは日付と作

業代表者から検索するものです（２－２）。 

最初に２－１．作業日報確認修正です。“作業代表者から選択”で２－２の画面

に移ります（図 15）。作業日報を見たい PC 番号と日付を選択して“選択ボタン”

を押すと作業日報全体をまとめた画面が表示されます(図 16)。 
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図 15. 作業日報の選択 PC 番号から 

 

図 16. 選択した作業日報事例 
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入力データについては修正・削除・変更ができます。変更が終わったら“変更

確定”ボタンを押してください。メイン画面に戻るには“メインに戻る”ボタンを

押してください。“日報印刷”ボタンを押すと、作業日報を印刷することができま

す（図 17）。赤い“入力値初期化”ボタンを押すと、表示されている作業日報デー

タが削除されます。削除されたデータは元に戻すことができません。 

 

図 17. 印刷された作業日報事例 

メイン画面から 2－2．作業日報の確認修正を選んだ場合も同様に作業日報を

閲覧できます（図 18）。作業代表者と年・月を選択して“検索”ボタンを押すと該

当作業日報を検索します（図 19）。次に日時を選択すると作業日報が表示さま

す。 
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図 18. 2－2 作業日報修正確認画面 

 

図 19. 2－2 作業日報修正確認 作業代表者・年・月の指定から検索 
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３）データ送信と受信 

入力した作業日報データは、メイン PC に送信することで集計できるようにな

ります。またメイン PC で設定したマスターデータ（圃場番号や作業者情報等）

はメールに添付されているデータを取り込むことでユーザーPCに反映されます。 

（１）データ送信 

メイン画面 3．データ送信・受信を選択して“次へ”ボタンを押してください（図

20）。データ送信・受信画面でデータ送信ボタンを押してください。（図 21）。

Outlook が起動するので送信ボタンを押してください。ユーザーPC の入力デー

タが添付ファイルで設定メールアドレスに送信されます。 

 

図 20. データ送信・受信 
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図 21. データ送信・受信画面 
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（２）データ受信 

メイン PC から送られたデータを取り込む処理です。メイン画面から“EXCEL

終了”ボタンを押していったんEXCELを終了してください。Outlookを開いて、

メイン PC からのメールを受信してください。 

次にエクスプローラ等で c:\wcs\import フォルダを開き、メールの添付ファ

イル（data_mainpc_○○○○○○.xls）をコピーしてください（図 22）。 

 

図 22. メール添付ファイルのコピー 
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次にも～バイルを起動して、メイン画面の 3．データ送信受信を選択して、“デ

ータの取り込み”ボタンを押してください。データの取り込みが終わると“データ

取り込み完了”のメッセージが表示されます（図 23）。 

 

図 23. データ取り込み データ送信・受信画面から 
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４．も～バイル操作（管理者向け） 

１）マスターデータの設定・管理 

も～バイルの利用のためには、マスターデータの設定が必要です。マスターデ

ータは作業者データ（名前）、受託圃場データ（所有者（漢字、よみがな）、面

積、作物種類等）、機械リストや作業内容等です。これらのマスターデータはユ

ーザーモードでは変更できません。PC 番号を mainPC に選択して管理者モード

にして、メイン画面の 9．設定を選択してください（図 24）。各種設定画面が表

示されます（図 25）。 

 

図 24. メイン画面 9．設定を選択 
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図 25. 各種設定画面 

（１）作業者管理ボタン 

コントラクターで作業に従事する作業者の情報の登録・変更・削除ができます

（図 26）。 

 

図 26. 作業者登録画面 
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作業登録画面では、新規登録、項目削除、項目変更ができます。それぞれの

radiobutton を選択して登録ボタンを押すと、内容変更ができます。新規登録の

場合は、作業者名と賃金単価を設定します（図 27）。 

 

図 27. 作業者新規登録画面 

登録されている作業者を削除する場合は、項目削除を選択して登録一覧から削

除する方の名前を指定して削除します（図 28）。 

 

 

 

 

 

図 28. 作業者登録の削除 
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項目変更では、作業者名の変更と賃金単価の変更ができます（図 29）。 

 

図 29. 作業者情報の変更 

（２）圃場情報ボタン 

コントラクターで受託している圃場のマスターデータ（圃場者、作物、面積、

作業情報）の登録・編集をします（図 30）。 

 

図 30. 圃場情報管理画面 
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圃場データは年度ごとに表示されます。最初に編集したい年度を選択して年度

変更ボタンを押してください（図 31）。指定年度の圃場リストが表示されます。 

 

図 31. 圃場情報 年度の選択 

圃場マスターについては、修正・削除・圃場追加・新規登録ができます（図 32

～図 34）。またすべての作業が終了した場合は、終了フラグ変更で作業状況に

チェックを入れてください（図 35）。 

 

 

 

 

 

 

図 32. 圃場情報の修正画面 
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図 33. 圃場情報の削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 34. 圃場情報の追加・新規登録 
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図 35. 作業圃場 作業終了フラグの入力 

コントラクターでは多数の圃場の管理作業を受託しているため、都度入力する

のは大きな負担となっています。そのため、ある年度の情報を一括して新年度の

圃場データとして登録し、変更部分のみを修正する使い方を想定し、年度一括作
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成と、一括削除ボタンを配置しています。年度を指定して圃場データの作成・削

除が行えます（図 36、図 37）。 

 

図 36. 圃場情報の年度一括作成ボタン 

 

図 37. 圃場情報の年度一括削除ボタン 

（３）耕区情報ボタン 

コントラクターで受託する際に、同一所有者の圃場を数枚受託する場合があり

ます。実際の圃場とその所有者の区画（耕区）は一致していないことが多いです。

コントラクターの作業場耕区での管理が必要な場合は、耕区で管理することも可

能です。その場合栽培・収穫等の生産履歴情報を圃場（耕区）ごとに設定するこ

とができます。耕区情報データの管理手法は圃場データの管理手法と同様です。
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圃場番号により区別することができます。 

（４）販売者情報ボタン 

収穫された自給粗飼料（ロールベール）の販売先の情報を管理します。ロール

ベールの出荷検品等で利用します（図 38、図 39）。 

 

図 38. 販売者情報 

 

図 39. 販売者情報の登録内容修正 
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（５）機械リスト内容 

コントラクターで利用する作業機械のリストを登録・削除します（図 40）。 

 

図 40. 機械リスト 追加と削除 

（６）作業内容 

コントラクターで受託する作業内容のリストを登録・削除します（図 41）。 

 

図 41. 作業内容リスト 追加と削除 
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（７）その他 

作業日報入力の際に選択できる項目として、作業メモリスト、機械の状態、収

穫時圃場状態の選択項目をあらかじめ登録できます。 

（８）ファイル入出力設定、初期設定 

も～バイルの初期設定（P6）で行います。 

 

２）データ送信・受信 

各ユーザーPCで入力した作業日報データは、メールでメインPCに送信され、

取り込むことで集計します。メイン PC で設定したマスターデータ（圃場番号や

作業者情報等）はメールに添付してユーザーPC で取り込むことで反映されます

（図 42）。 

 

図 42. データ送信・受信のやり取り概略 
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（１）ユーザーPC から管理者 PC へデータの取り込み 

ユーザーPC からメールで送られた受信データは 

  C:\wcs\import\pc__\   ← pc__は pc01~pc05 までの番号です 

に置いてください。次にも～バイルを起動し、メイン画面の 3．データ送信・受

信からデータの送受信画面に映り、ユーザーPC の番号を選択しデータの取り込

みを押してください。ユーザーPC のデータが反映されます（図 43）。 

 

図 43. 管理者 PC でのデータ取り込み（PC01 からのデータ取り込み例） 
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（２）管理者 PC からユーザーPC へデータ送信 

メイン画面 3．データ送信・受信から、データ送信ボタンを押してください。

メール送付画面が起動し、マスターデータ（data_mainPC_日付）がメールに添

付されていますので、メールを送信してください（図 44）。 

ユーザーPC では、受信したメールの添付ファイルを、 C:\wcs\import に移

してデータの取り込みを行います（P20 参照） 

 

図 44. 管理者 PC からのユーザーPC へのデータ送信 
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３）就業時間集計 

ユーザーPC で入力した作業日報のデータから、該当月の作業者の就業時間の

集計を行う機能です。本プログラムでは 20 日締めで集計します。12 月分の月報

ですと、11 月 21 日~12 月 20 日までの作業時間が集計されます 

メイン画面 6．就業時間集計 を選択して、労務管理画面に移ります。次に年・

月を指定して検索ボタンを押すと、該当月に勤務時間のある作業者が一覧に表示

されます（図 45）。ここで集計されるのは、あらかじめ登録している作業者名

のみです（P23 参照）。集計したい作業者を選択してすると、勤務状況報告書が

表示されます（図 46）。 

勤務状況報告書の印刷ボタンを押すと、設定されたプリンタに勤務状況報告書

が印刷されます。また保存ボタンを押すと、 C:\wcs\document に勤務状況内容

が保存されます。 

もし作業日報データに重複があった場合、重複データの検出と修正指示が表示

されます（図 47）。重複データの修正をすると修正内容で勤務状況報告書が作

成されます。 

賃金は賃金単価（時間内、時間外）と、その他機材（私用車利用、刈払い機）

等から算出されます。 
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図 45. 作業時間の集計 作業者の選択 
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図 46. 勤務状況報告書の例 
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図 47. 勤務状況報告書の入力内容の重複・修正 

４）出荷検品集計（New) 

コントラクターが受託した圃場の所有者ごとに、収穫日時やロールベール作成

個数を集計し、そのロールベールをどこにいつ販売したのかを入力管理する機能

です。出荷・検品機能に対応しています。 

（１）出荷検品機能 

メイン画面 8．出荷検品集計を選択し、出荷検品を選択して（図 48）、年次・

作業内容・作物種、受託者名、受託内容を選択し、データベースから該当する受

託情報を抽出します（図 49）。次に出荷内容について登録します。図 50 の右の
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“新規登録ボタン”を押し、出荷した農家へのロールベール搬送個数、作業日時等

を登録することで出荷登録が行えます。登録内容の修正・削除も“データ修正ボ

タン”から可能です。 

 

図 48. 出荷検品集計の選択方法 
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図 49. 出荷検品作業 受託圃場ごとの受託内容作業の抽出 
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図 50. 出荷情報の登録の仕方 
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（２）生産履歴管理 

メイン画面 7．出荷検品集計を選択し、2．生産履歴管理を選択します（図

51）。ここでは、シリアル番号を用いた 1 個 1 個のロールベールの生産管理が

可能です。そのためには作業時にロールベールにマーカー等やラベルでシリアル

番号を記載する必要があります。 

 

図 51. 生産履歴管理の選択画面 
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ロールベールの累計番号を年次ごとに計算させるために S/N 設定ルーチンが

あります。このボタンを押すと年次ごとに作業順番でのシリアル番号を割り振る

ことができます（図 52）。 

 

図 52. シリアル番号の割り振り 
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次に生産履歴管理ボタンを押すと、ロールベールの年次とシリアル番号の入力

画面となります（図 53）。番号を入力すると、該当するロールベールの生産管

理情報が表示されます（図 54）。QR コード等を関連づけることもできます。そ

の場合、タブレット PC 等にバーコードリーダが必要となります。 

 

図 53. シリアル番号によるロールベールの生産管理 その１ 
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図 54. シリアル番号によるロールベールの生産管理 その 2 
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５）受託作業集計（New) 

データベースから、受託作業に係る情報を抽出して一覧表にする機能です。年

度・作業内容・作物種・受託作業名・受託内容を選択してください（図 55）。

各年次での作物ごとの受託内容と圃場ごとの作業履歴の集計が可能です。 

メイン画面から 8．受託作業集計を選択し、作業集計を選ぶと図 56 に、受託

集計を選ぶと図 57 になります。集計結果は EXCEL のファイル形式で保存され

ます。作業内容の解析の元ファイルとして利用できます。集計内容ファイルは

C:\wcs\document\集計表\（集計内容）_(年次)_（作物名）.xls として保存され

ます。 
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図 55. 受託作業集計 作業集計・受託集計の選択 
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図 56. 作業集計(作物ごと）の方法 
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図 57. 受託集計(圃場ごと）の方法 
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６）圃場管理作業 

も～バイルでは、圃場の栽培管理、収穫作業時の圃場状況等を記録管理するこ

とができます。この機能は耕区情報と紐づいています（P29 参照）。 

メイン画面 5．圃場管理作業を選択して年次・圃場名を選択すると該当圃場の

情報が表示されます（図 58）。次に栽培情報、収穫調製情報を選択し（図 59～

図 61）、各項目を入力します。 

 

図 58. 圃場管理作業 その１ 
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図 59. 栽培情報の一覧 

 

図 60. 栽培情報 移植・直播作業の記録画面 
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図 61. 収穫調製情報 



 

53 
 

５．データベース構造 

も～バイルは、（一社）草地畜産種子協会が策定した稲発酵粗飼料の流通基準

（http://souchi.lin.gr.jp/pdf/news20120119.pdf）で推奨されている管理項目を

踏まえて、栃木県のコントラクター那須の農における収穫作業の受託管理方式を

管理可能な作業日報作成ツールとして、EXCEL のマクロを用いて開発したもの

です。データベースの構造について図 62 に示します。 

コントラクターにより、作業履歴等・圃場の生産管理方式は異なりますが、基

本的な項目は盛り込んだ仕様であり、拡張も可能です。 

も～バイルが自給飼料生産の取り組みの向上の一助となれば幸いです。 

http://souchi.lin.gr.jp/pdf/news20120119.pdf
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